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千葉県社会福祉協議会は
新・千葉県社会福祉センター
へ移転します

Field Study　地域の福祉活動

地域をあげた避難訓練で自助・共助の意識を醸成
富津市 竹岡地区社協の取り組み

　下記のセンター等については、移転準備のため、令和５年３月１０日で
塚本大千葉ビル内の事務所を閉鎖します。
　新センターオープンまでの事務所の所在地など、移転に関する詳細
は各センターのホームページをご確認ください。

千葉県福祉人材センター等の
３センターも併せて移転します

現 〒260-8508  千葉市中央区千葉港４番３号

〒260-8508 
千葉市中央区千葉港４番５号
TEL 043-245-1101（代表）

新

　新・千葉県社会福祉センターが、これまでの福祉関係
団体の活動拠点の役割に加え、県民の地域福祉活動の
場や災害時における県災害ボランティアセンターの設置、
帰宅困難者の一時滞在施設などの新たな機能を備えて
令和５年４月１日にオープンします。
　これに伴い、本会事務局も令和５年４月１日に
現在の入居している千葉県社会福祉センター
（千葉港４－３）より移転します。

令和５年４月１日～

現センターの２区画隣の建物です

千葉県福祉人材センター
ちば保育士・保育所支援センター
千葉県外国人介護人材支援センター

介護福祉士修学資金等貸付担当
保育士修学資金等貸付担当

現在の電話番号
043-222-1294
043-222-2668
043-205-4780
043-216-3085
043-216-3086

変更後の電話番号
043-306-1277
043-306-1468
043-306-2782
043-306-7571
043-306-7572

上記に掲載した以外の電話番号やFAX番号も変更となりますので、ご注意ください！
令和５年３月１３日より新しい番号に切り替わる予定です。

※各事業で使用している電話番号も含めて、移転に
　よる変更はありません。
　詳しくは本会ホームページでご確認ください。
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　予測不能な災害に対し、地域の防災意識を高めておくことは喫緊の課題です。富津市の竹岡地区社会福
祉協議会では、富津市、自治会、消防団などと協力し、「津波防災の日」に定められている11月5日に、地域住
民を対象とした地震・津波避難訓練を実施しました。

地域をあげた避難訓練で自助・共助の意識を醸成

各所で発生し、被災状況を把握すること
もままなりません。竹岡地区区長会会長
の斎藤啓一さんは地域の被災状況を一
軒一軒まわって調べ、リスト化して富津
市社協へ提出しました。

避難サポートは
臨機応変に、身近に
あるものを活用
避難訓練の後、参加者は旧竹岡小学校

の体育館に集まり、実際の行動について
良かった点や悪かった点などについて話
し合う検討会が開かれました。検討会に
は予定を上回る約60人の参加者が集ま
り、活発な意見交換や、今後取り組むべき
課題についての検討が行われました。

高台の神社へ避難した参加者からは
「健康な私たちでも急な階段がきつい。
高齢者が登れるとは思えない」「夜間や
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［富津市 竹岡地区］

竹岡地区社会福祉協議会会長  浅倉 精一さん

富津市社協事務局長　鈴木 著代さん

高台に避難するようす

避難誘導のようす

高台に避難したあとのようす

富津市竹岡地区  区長会会長  斎藤 啓一さん

富津市社協のみなさん

富津市社協では、令和元年の台風災害時の教訓を生かし、防災訓練を計画していく
とともに、災害時における「公助」「互助」「自助」の在り方について行政・地域の皆様と
連携して、多くの場で啓発活動を行っています。
　行政や地区社協で開催される研修会等において、令和元年の台風15号・19号、
10・25大雨時の被災状況と災害ボランティアセンターの活動、災害時の市社協の役
割などを説明し、地域で助け合うことの重要性を伝えています。
　災害時に地域で支え合い、より迅速な支援ができるよう、市社協では歳末たすけあ
い募金の配分金を利用して、地区社協単位に備蓄できる食料や物品等を購入し配布
しています。また、災害時だけでなく、平時から地区社協の皆さんと積極的に連携し、
多くの事業展開をしていけるよう日頃から情報共有を図っています。
　今後も地域福祉推進の要となる地区社協の皆さんや行政関係部署と連携を強化し
ながら、社協の強みであるネットワークを活かし事業を推進していきます。

災害を経験し、地域のさらなる連携強化に向けて
富津市社会福祉協議会　TEL 0439-87-9611

富津市竹岡地区の概況
富津市全体の人口は令和4年４月現

在で41,248人、高齢化率は38.9％で
す。「竹岡式ラーメン」発祥の地として
知られる竹岡地区は東京湾に面した市
内南西部に位置し、およそ600世帯、
1,627名が暮らしており、高齢化率は
47.3％となっています。

市と地域がタッグを組ん
で避難訓練を実施
海に面した竹岡地区は、津波や高潮

への備えが必須です。今回の地震・津波
避難訓練では、竹岡地区の住民の災害
対応能力の向上を図るとともに、自助・
共助意識を醸成することを目的として、
市と竹岡地区がタッグを組んで実施さ
れました。

訓練を行うに当たっては、事前に市や

消防団とも協議を重ね、より実践的な
訓練になるよう準備を進めました。

当日は、駿河湾を震源とする南海トラ
フ地震が発生し、震度6の揺れに見舞
われたとの想定で行われました。11月5
日の午前9時ちょうどに、市の防災行政
無線や富津市安全安心メール等で「緊
急地震速報」を放送・配信。市の全域を
対象に、地震発生直後に机の下に隠れ
るなど身の安全を守る「シェイクアウト
訓練」を1分間ほど行い、その後竹岡地
区の訓練参加者が自宅から各所に設け
られた避難場所へ移動しました。

令和元年15号台風での
被災経験を教訓に
竹岡地区の住民が避難訓練に積極的

に取り組む理由のひとつに、令和元年9
月に千葉県を直撃した台風15号があり
ます。市内でも強風を伴った大雨があ
り、2,000棟以上の家屋が被害を受け、
倒木や土砂災害が172件発生。ライフラ
インの被害として停電が最大26,200軒
（最長17日間）、断水が最大2,000戸
（最長11日間）など、未曾有の被害は、
次なる災害への備えと地域のつながり
の重要性を深く認識する機会となりま
した。

大規模災害時、通信や交通の遮断が

雨天時などは足元が危険。濡れた落ち
葉で滑りそう」など、様々な意見が寄せ
られました。

このうち、特に高齢者や体が不自由な
方を早く安全に避難させるにはどうすれ
ば良いのかということが大きなテーマに
なりました。住民が導き出した答えは、
漁協で使用しているリヤカーに人を乗
せて移動するということ。

斎藤さんは「身近にある使い慣れてい
る用具を活用すれば、避難行動要支援
者を迅速にサポートできます。いざとい
う時にすぐ対応するためには日頃の訓
練が大事だと思います」と話します。

地区社協と自治会が
連携して活動
斎藤さんが令和元年台風当時、正確

かつ迅速に地域の被災状況を把握でき
たのは、普段から地域をよく知り、円滑
なコミュニケーションがとれているから
だと言えます。

富津市では地区社協と各自治会が連
携して活動する形を取っているため、情
報の共有や協力関係が非常にスムーズ

です。さまざまな支援活動やイベントの
開催等についても、双方が協力して、地
域に寄り添ったきめ細かな取り組みを
行っています。

「今回防災訓練を行った竹岡地区で
は、令和元年の災害以降、市の防災安
全課による出前講座をはじめ、市社協
が運営した災害ボランティアセンターと
の連携の在り方について等、防災に関
する様々な研修を計画し実施していま
す。地区社協と自治会に行政も加わり、
連携した活動をしている先駆的な地域
です」と富津市社協事務局長の鈴木著
代さんは言います。

これからの地域づくりに
向けて
竹岡地区社協では、コロナ禍において

も月に1～2回の見守り活動と、希望す
る単身高齢者への配食を続けていま
す。コロナ禍以前は、年6回の配食のう
ち4回は会員が手作りしたお弁当を届け
ていました。

地域包括支援センターが地区内2か
所の会場で「いきいき100歳体操」を実
施しており、今後は体操終了後の時間を
利用してサロン活動を行いたいと計画
しています。

竹岡地区社協会長の浅倉精一さん
は、これからの地域づくりにおいて何よ
りも重要なのは「次世代の担い手を育て
ていくこと」だと言います。地域活動を
継続していくうえでは、富津市に限らず
後継者不足の問題が深刻です。「竹岡地
区は自然豊かで、国指定の天然記念物
や県指定の文化財などもある良いとこ
ろです。過疎化が著しい地域近隣を含め
て、もっとにぎやかにしていかなければ
と思います」と話します。

今回の避難訓練を通じて、あらためて
地域のつながりを意識した竹岡地区。自
助・共助の地域づくりに向けた活動が今
後も展開されていくことでしょう。
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ち4回は会員が手作りしたお弁当を届け
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　災害時、多くの被災者から寄せら
れるニーズに対し、より適切・友好
的な支援を行うためには、関係機関
との平常時からの相互的な連携が
重要となっています。そのようなな
か、公益社団法人佐倉青年会議所
（以下佐倉ＪＣ）と佐倉市、八街市、
酒々井町の社会福祉協議会は、災
害時における支援活動に関する協
定を締結しました。今回は、２市１町
社協と、佐倉JCの協定による活動
について紹介いたします。

より強固な協力体制 へ！
佐倉JCと２市１町社 協が災害協定を締結

公益社団法人佐倉青年会議所
第47代理事長　藤井 勇二さん

酒々井町社会福祉協議会 主査
吉田 実さん

令和元年度台風時、佐倉JCが八街市社協へかけつけました 協定終結後の最初のアクションプランとなる防災事業の様子
公益社団法人佐倉青年会議所
事務局 広報局長　飯塚 純平さん

佐倉市民音楽ホールにて二市一町合同災害協定締結式を開催しました

佐倉市社会福祉協議会 グループリーダー
岡本 一成さん

八街市社会福祉協議会 ボランティア
センター長兼地域福祉推進班長
尾形 淳五さん

サイボウズ株式会社 災害支援チームリーダー
柴田哲史さん

協定書の概要
この協定は、佐倉JCから2市1町社協

への声かけにより令和3年9月12日締結
に至りました。2市1町で地震や風水害
等が発生し被災地支援が必要な場合に
おいて、効率的または効果的な支援活
動を行うため、相互に協力を行う際に
必要な事項を定めているものです。内容
は下記の4つ。佐倉JCの組織力・機能性
を最大限に活用することとしています。

また、災害時における業務が円滑に
遂行できるよう、平常時においても訓練
等の必要な協力を行うことが定められ
ています。

とにかくすぐ動く
JCの信条

佐倉市・八街市・酒々井町は消防組
合の構成自治体であり、防災において
密接なつながりがあります。

令和元年秋の台風・豪雨により被災
した佐倉・八街両市において災害ボラン
ティアセンター（以下災ボラ）が立ち上
げられた際は、佐倉JCのメンバーがい
ち早く支援に駆けつけました。その当
時、本協定はまだ締結されていませんで
したが、活動したことは協定に定められ
た内容そのものです。

佐倉JCの藤井理事長は「災害が起き
た時、協定のあるなしはあまり関係あり
ません。誰だからとか、どこだからとか
ではなく、とにかくすぐ支援に動くこと
が私たちの信条です。困っている誰かの
ために働きたい人が集まっているので
すから」と話します。

地域の安全を守る
心強いパートナー

では、協定を結んだことで一体何が
変わるのでしょうか？「協定締結により
佐倉JCさんとの協力関係が公に認めら
れたことは、非常に大きなメリットで
す。関係各所の理解も得やすく、支援の
幅も拡がります。そして、今までよりさら
にお互いの距離が近くなりました」と佐
倉市社協の岡本一成さん。八街市社協
の尾形淳五さんは「令和元年台風災害
の際はJCのみなさんから多大なご協力
をいただき、本当にありがたかったで
す。その実績あるパートナーと協定を結
べたことを、非常に心強く感じていま
す」と話します。

協定締結により、災害時に災ボラ運
営の中核を担う社協と、様々な業種の
会員を有するJCの協力関係が明確にな
ることで、平常時も密接に連携すること
が可能になったのです。

いざというときのための
「連携の備え」

災ボラは、被災地においてボランティ
ア活動を円滑に進めるための拠点です。
近年では、大規模災害に見舞われたほ
とんどの被災地に立ち上げられ、多くは
地域の社協が中心となり、行政やボラン
ティア団体と協働して運営されます。

活動内容は、被災地のニーズの収集と
把握、ボランティアの受け入れや調整、資
材・機材の貸し出し等、多岐に渡ります。
しかし被災直後の混乱状態のなか、初対
面同士が集まり「初めまして」からのス
タートでは、迅速な支援は望むべくもあ
りません。水や食料を備蓄しておくよう
に、平常時から人と人、組織と組織の連
携を備えておくことが、いざという時に
威力を発揮するのです。

酒々井町社協の吉田実さんは「酒々井
町は今まで災ボラを立ち上げたことがな
いため、本協定でみなさんと話をする機
会が増え、経験や課題を共有できること
を非常にうれしく思っています。ぜひ一
緒に取り組んでいきたい」と話します。

佐倉JC主催で
防災事業を実施

令和4年11月30日には佐倉商工会議
所にて、協定締結後の最初のアクション
プランとなる防災事業が行われました。
サイボウズ株式会社の災害支援チーム
リーダー柴田哲史さんを講師に招き、
ICTを利用した災害支援や防災・災害支
援におけるリーダーと情報共有の重要
性、平時からの対策について学ぶ貴重な
機会となりました。

当日は2市1町社協はもちろん、地区
社協、自主防災組織、行政、ボランティア
センター等関係各所から大勢の参加者
が集まり、地域防災についての関心の高
さが伺えました。

1.

2.

3.

4.

被災地の状況及び
ニーズの把握

専門的な技能を活用
した総合的な支援活動

物資等の調達及び
仕分け輸送の協力

その他相互に協議して
定める活動

協力内容（協定書より抜粋）

協定締結は「ゴール」
ではなく、新たな連携の
「スタート」

協定の有効期間は1年間ですが、佐倉
JCと社協のどちらかから解除や変更の
申し出がなければ、さらに1年間延長さ
れます。「JCの役員は単年度制ですの
で毎年役割が変わりますが、この事業
は定期的にしっかりと継続していきたい
と考えています」と事務局の飯塚純平さ
ん。「防災だけにフォーカスしたつなが
りではなく、いろんな活動を通してざっ
くばらんに話ができる関係性を築き、
もっと多面的な協力関係に発展できる
ことを期待しています」とは2市1町社
協は共通の想いを持っています。

本協定をきっかけに相互の連携はよ
り強固なものとなり、様々な支援活動
が拡がっていくことでしょう。
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県社協 NEWS ニュース

共同募金は、時代とともに変わる「みんなのため」の募金です

千葉県共同募金会からのお知らせ

社会福祉法人千葉県共同募金会
〒260-0026
千葉県千葉市中央区千葉港4-3 県社会福祉センター 2F
TEL：043-245-1721  FAX：043-242-3338
https://akaihane-chiba.jp/

千葉県共同募金会
マスコットキャラクター

『びわぴよ』
赤い羽根　ちば 検索

共同募金運動は、第二次世界大戦後、昭和22(1947)年に「国民た
すけあい運動」として戦後復興を目的に始まりました。現在では、高
齢者や障がい者に対する支援のほか、子ども食堂の運営や地域の
交流のための事業など、時代の移り変わりに合わせたさまざまな
地域の課題解決に取り組んでいます。赤い羽根募金は、「じぶんの
町を良くするしくみ」。長年、運動に携わってきたボランティアの皆
さま、寄付者の皆さまに、心より感謝申し上げます。

株式会社千葉銀行
株式会社京葉銀行
株式会社千葉興業銀行
キッコーマン株式会社
京成トラベルサービス株式会社
千葉みらい農業協同組合
日本製鉄株式会社　東日本製鉄所君津地区
ＪＦＥスチール株式会社　東日本製鉄所千葉地区
公益財団法人ちば県民保健予防財団
ＴＫＣ千葉会　社会福祉法人経営研究会
三陽メディア株式会社
株式会社文化堂
千葉県道路公社
千葉県信用保証協会
山喜興業株式会社
有限会社グローバル・チーズ
三水鐵工株式会社
東邦建設株式会社
株式会社千葉ステーションビル
株式会社エイジス
株式会社畔蒜工務店
三栄メンテナンス株式会社
東日本資源リサイクル株式会社
近代住機株式会社
株式会社幕張メッセ
株式会社コスモロード
株式会社コスモ工業
サンエス警備保障株式会社
株式会社石川商会
淑徳大学
ブレインズ　
株式会社赤門
株式会社上野工業所
京葉エステート株式会社

株式会社小出ロール鐵工所
ジャパンクリーンテック株式会社
株式会社かまとり住宅
石井文雄税理士事務所
東洋羽毛北関東販売株式会社
株式会社トーホー
株式会社ユニオンテック
宮原建工株式会社
株式会社オリンピアオート
シンコー株式会社
株式会社Ｅプラン
株式会社北総フォレスト
アークギャラリー株式会社
有限会社伊藤養豚
株式会社ＤＳＳ
株式会社スタッフ
株式会社SETTE
検見川リフォーム工業株式会社
株式会社市進ホールディングス
有限会社妻本商店
千葉トヨタ自動車株式会社
有限会社セーワ住設
京葉事務器株式会社
千葉愛の教会
株式会社関東共同土建
株式会社藤嘉
アヅマホールディングス株式会社
株式会社高品ハウジング
株式会社まひまひプラス
株式会社トミオ
一般社団法人環境対策災害支援協会
その他（９企業）

（順不同、敬称略）

令和４年度 賛助会員（個人・企業・団体）のご紹介
　千葉県社会福祉協議会の活動にご賛同いただき、賛助会員として地域福祉を財政面で支えていただい
ている個人・企業・団体の皆様です。多大なるご支援に感謝申し上げます。　　　 ［令和5年1月末現在］

本会及び各種基金に対して寄附・寄贈をいただ
きました。温かいお気持ちに感謝申し上げます。

［令和４年１月～１２月］
有限会社Pig Fertilize 松ヶ谷
株式会社ナリタヤ
株式会社鶴商メンテナンス工業
株式会社コスモスバス
株式会社太陽堂印刷所
鎌ケ谷巧業株式会社
山十道路株式会社
武藤　博文（個人）
株式会社ケンコー
株式会社カクタ
株式会社優和住宅
株式会社榊原
株式会社めいとケア
株式会社シルバーとっぷ
新千葉建設株式会社
トーヨーウレタン株式会社
サンワ物流システム株式会社
株式会社東洋コーポレーション
株式会社小沢工務店
田村　哲子（個人）
株式会社ワークス
アルフォーインターナショナル株式会社
平野コンクリート工業株式会社
日本データマテリアル株式会社
株式会社スズキ技研
株式会社イースト
株式会社関東三貴
株式会社石井興業
株式会社遠藤興業
株式会社三建
有限会社常陽機設
株式会社タハラ
株式会社富澤商店
株式会社リンクス・ビルド

ご寄附に感謝申し上げます

【一般寄附】
一般社団法人日本鳩レース協会千翔会
東洋羽毛北関東販売株式会社　千葉営業所
一般社団法人千葉県流通商防犯協力会
KDDI株式会社　南関東総支社
※特に災害支援のためとして受領

株式会社ツルハホールディングス
クラシエホールディングス株式会社
一般社団法人生命保険協会　千葉県協会
匿名（個人１名、団体１団体）

【千葉県地域ぐるみ福祉振興基金】
公益社団法人生命保険ファイナンシャル
アドバイザー協会　千葉県協会
一般社団法人日本鳩レース協会千翔会
東洋羽毛北関東販売株式会社　千葉営業所
株式会社マルエツ
アフラック千葉総合アソシエイツ会
アフラック柏アソシエイツ会

【交通遺児援護基金】
MS千葉埼玉株式会社
千葉県交通安全対策推進委員会
公益財団法人千葉日報福祉事業団
小林　広法（個人）
公益財団法人千葉県交通安全協会
一般財団法人関東陸運振興センター
千葉県中古自動車販売協会
千葉県中古自動車販売商工組合
日蓮宗千葉県北部青年会
匿名（個人１名、企業１社）

賛助会員（個人・法人）を募集しております。
詳細は総務部までお問い合わせください。

賛助会員募集中！
お問い合わせ先 

総務部 TEL:043-245-1101

特別養護老人ホームの感染症対策
(消毒液スタンドの購入)【君津市】

地域住民のための防災備品の購入
【松戸市】

子育てサロンの運営
【富里市】

令和4年度
歳末たすけあい募金 ご協力ありがとうございました

令和４年度千葉県の募金額

1億9,624万958円

　令和4年度歳末たすけあい募金運動にご協力いただき、ありがとうございました。
この運動は、生活困窮者や高齢者、障がい者、子どもなど、福祉サービスを必要とす
る方が、安心して暮らすことができる福祉のまちづくりの為に、皆さまの幅広い理解
と参加を図る運動です。
　市町村歳末たすけあい募金は、援助や支援を必要とする人たちが地域で安心して
暮らすため、NHK歳末たすけあい募金は県内の社会福祉施設利用者のために活用
させていただきます。
　募金にご協力いただいた皆さま、募金活動にご支援いただいた皆さまに、厚く御
礼申し上げます。

　令和3年度よりジェフユナイテッド市原・千葉と「クルマをおくろうPROJECT」
を実施しています。試合会場でいただいた募金やチャリティーオークションの募
金は本プロジェクトに反映されます。

　千葉県共同募金会では、昨年に続き県内のスポーツチームのご協力をいただき
赤い羽根共同募金運動を行ってまいりました。試合会場での募金活動では、募金に
ご協力いただいた皆さまにオリジナルコラボグッズを進呈いたしました。

　支援ニーズの多い福祉車両の整備を
「赤い羽根サポーター宣言」をいただいて
いるチームとの協働の目標として掲げ、寄
付していただくサポーターの皆さまが寄付
の目的、共通の目標に向けて、より一体感
のある活動につなげていく取り組みです。

千葉県共同募金会 トピックス

（令和5年1月27日現在）

市町村歳末たすけあい募金………1億7,794万円
NHK歳末たすけあい募金………………1,829万円

「クルマをおくろうPROJECT」 とは？

スタート！
　令和2年度から開催している「赤い羽根チャリティーオークション」。
　今年度はジェフユナイテッド市原・千葉、バルドラール浦安の選手の皆さまに
ご協力をいただきました。

　手数料を除く全額が赤
い羽根共同募金として寄
付されます。ご参加いただ
きありがとうございました。

「赤い羽根チャリティーオークション」開催！

赤い羽根啓発ポスター

県内スポーツチームとのコラボレーション

今年度、当会が実施したたくさんの取り組みの一部をご紹介いたします

●柏レイソル
●バルドラール浦安
●オルカ鴨川FC

●千葉ロッテマリーンズ
●千葉ジェッツふなばし
●ジェフユナイテッド市原・千葉

令和４年度 協働チーム（順不同・敬称略）

●ジェフユナイテッド市原・千葉
落札総額　92,350円

●バルドラール浦安
　落札総額　50,250円
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県社協 NEWS ニュース

共同募金は、時代とともに変わる「みんなのため」の募金です

千葉県共同募金会からのお知らせ

社会福祉法人千葉県共同募金会
〒260-0026
千葉県千葉市中央区千葉港4-3 県社会福祉センター 2F
TEL：043-245-1721  FAX：043-242-3338
https://akaihane-chiba.jp/

千葉県共同募金会
マスコットキャラクター

『びわぴよ』
赤い羽根　ちば 検索

共同募金運動は、第二次世界大戦後、昭和22(1947)年に「国民た
すけあい運動」として戦後復興を目的に始まりました。現在では、高
齢者や障がい者に対する支援のほか、子ども食堂の運営や地域の
交流のための事業など、時代の移り変わりに合わせたさまざまな
地域の課題解決に取り組んでいます。赤い羽根募金は、「じぶんの
町を良くするしくみ」。長年、運動に携わってきたボランティアの皆
さま、寄付者の皆さまに、心より感謝申し上げます。
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株式会社トミオ
一般社団法人環境対策災害支援協会
その他（９企業）

（順不同、敬称略）

令和４年度 賛助会員（個人・企業・団体）のご紹介
　千葉県社会福祉協議会の活動にご賛同いただき、賛助会員として地域福祉を財政面で支えていただい
ている個人・企業・団体の皆様です。多大なるご支援に感謝申し上げます。　　　 ［令和5年1月末現在］

本会及び各種基金に対して寄附・寄贈をいただ
きました。温かいお気持ちに感謝申し上げます。

［令和４年１月～１２月］
有限会社Pig Fertilize 松ヶ谷
株式会社ナリタヤ
株式会社鶴商メンテナンス工業
株式会社コスモスバス
株式会社太陽堂印刷所
鎌ケ谷巧業株式会社
山十道路株式会社
武藤　博文（個人）
株式会社ケンコー
株式会社カクタ
株式会社優和住宅
株式会社榊原
株式会社めいとケア
株式会社シルバーとっぷ
新千葉建設株式会社
トーヨーウレタン株式会社
サンワ物流システム株式会社
株式会社東洋コーポレーション
株式会社小沢工務店
田村　哲子（個人）
株式会社ワークス
アルフォーインターナショナル株式会社
平野コンクリート工業株式会社
日本データマテリアル株式会社
株式会社スズキ技研
株式会社イースト
株式会社関東三貴
株式会社石井興業
株式会社遠藤興業
株式会社三建
有限会社常陽機設
株式会社タハラ
株式会社富澤商店
株式会社リンクス・ビルド

ご寄附に感謝申し上げます

【一般寄附】
一般社団法人日本鳩レース協会千翔会
東洋羽毛北関東販売株式会社　千葉営業所
一般社団法人千葉県流通商防犯協力会
KDDI株式会社　南関東総支社
※特に災害支援のためとして受領

株式会社ツルハホールディングス
クラシエホールディングス株式会社
一般社団法人生命保険協会　千葉県協会
匿名（個人１名、団体１団体）
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公益社団法人生命保険ファイナンシャル
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【交通遺児援護基金】
MS千葉埼玉株式会社
千葉県交通安全対策推進委員会
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一般財団法人関東陸運振興センター
千葉県中古自動車販売協会
千葉県中古自動車販売商工組合
日蓮宗千葉県北部青年会
匿名（個人１名、企業１社）

賛助会員（個人・法人）を募集しております。
詳細は総務部までお問い合わせください。

賛助会員募集中！
お問い合わせ先 

総務部 TEL:043-245-1101

特別養護老人ホームの感染症対策
(消毒液スタンドの購入)【君津市】

地域住民のための防災備品の購入
【松戸市】

子育てサロンの運営
【富里市】
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　令和4年度歳末たすけあい募金運動にご協力いただき、ありがとうございました。
この運動は、生活困窮者や高齢者、障がい者、子どもなど、福祉サービスを必要とす
る方が、安心して暮らすことができる福祉のまちづくりの為に、皆さまの幅広い理解
と参加を図る運動です。
　市町村歳末たすけあい募金は、援助や支援を必要とする人たちが地域で安心して
暮らすため、NHK歳末たすけあい募金は県内の社会福祉施設利用者のために活用
させていただきます。
　募金にご協力いただいた皆さま、募金活動にご支援いただいた皆さまに、厚く御
礼申し上げます。
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を実施しています。試合会場でいただいた募金やチャリティーオークションの募
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赤い羽根共同募金運動を行ってまいりました。試合会場での募金活動では、募金に
ご協力いただいた皆さまにオリジナルコラボグッズを進呈いたしました。

　支援ニーズの多い福祉車両の整備を
「赤い羽根サポーター宣言」をいただいて
いるチームとの協働の目標として掲げ、寄
付していただくサポーターの皆さまが寄付
の目的、共通の目標に向けて、より一体感
のある活動につなげていく取り組みです。
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（令和5年1月27日現在）

市町村歳末たすけあい募金………1億7,794万円
NHK歳末たすけあい募金………………1,829万円

「クルマをおくろうPROJECT」 とは？

スタート！
　令和2年度から開催している「赤い羽根チャリティーオークション」。
　今年度はジェフユナイテッド市原・千葉、バルドラール浦安の選手の皆さまに
ご協力をいただきました。

　手数料を除く全額が赤
い羽根共同募金として寄
付されます。ご参加いただ
きありがとうございました。

「赤い羽根チャリティーオークション」開催！

赤い羽根啓発ポスター

県内スポーツチームとのコラボレーション

今年度、当会が実施したたくさんの取り組みの一部をご紹介いたします

●柏レイソル
●バルドラール浦安
●オルカ鴨川FC

●千葉ロッテマリーンズ
●千葉ジェッツふなばし
●ジェフユナイテッド市原・千葉
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編集・発行 社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

エール千葉
より強固な協力体制へ！

　佐倉JCと２市１町が災害協定を締結

県社協ニュース
寄附者、賛助会員のご紹介
千葉県社会福祉協議会の移転

事業紹介
赤い羽根 共同募金

資　金
貸付班
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地域福祉の充実をめざして、支える心のネットワーク！

編集・発行　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会 〒260-8508 千葉市中央区千葉港4番3号　TEL.043-245-1101　FAX.043-244-5201
http://www.chibakenshakyo.com

広報誌「福祉ちば」の発行には、一部共同募金の配分金を充当しています。令和5年3月1日発行

千葉県社会福祉協議会は
新・千葉県社会福祉センター
へ移転します

Field Study　地域の福祉活動

地域をあげた避難訓練で自助・共助の意識を醸成
富津市 竹岡地区社協の取り組み

　下記のセンター等については、移転準備のため、令和５年３月１０日で
塚本大千葉ビル内の事務所を閉鎖します。
　新センターオープンまでの事務所の所在地など、移転に関する詳細
は各センターのホームページをご確認ください。

千葉県福祉人材センター等の
３センターも併せて移転します

現 〒260-8508  千葉市中央区千葉港４番３号

〒260-8508 
千葉市中央区千葉港４番５号
TEL 043-245-1101（代表）

新

　新・千葉県社会福祉センターが、これまでの福祉関係
団体の活動拠点の役割に加え、県民の地域福祉活動の
場や災害時における県災害ボランティアセンターの設置、
帰宅困難者の一時滞在施設などの新たな機能を備えて
令和５年４月１日にオープンします。
　これに伴い、本会事務局も令和５年４月１日に
現在の入居している千葉県社会福祉センター
（千葉港４－３）より移転します。

令和５年４月１日～

現センターの２区画隣の建物です

千葉県福祉人材センター
ちば保育士・保育所支援センター
千葉県外国人介護人材支援センター

介護福祉士修学資金等貸付担当
保育士修学資金等貸付担当

現在の電話番号
043-222-1294
043-222-2668
043-205-4780
043-216-3085
043-216-3086

変更後の電話番号
043-306-1277
043-306-1468
043-306-2782
043-306-7571
043-306-7572

上記に掲載した以外の電話番号やFAX番号も変更となりますので、ご注意ください！
令和５年３月１３日より新しい番号に切り替わる予定です。

※各事業で使用している電話番号も含めて、移転に
　よる変更はありません。
　詳しくは本会ホームページでご確認ください。

NHK
千葉支局

NTT

JA千葉みらい

駅前交番

コミュニティー
センター

ポ－トスクエア

有料駐車場

千葉銀行
本店

千葉都市モノレール

千葉市役所前駅

日赤

国道357号線

ホテル
テトラ

塚本大千葉ビル
（福祉人材センター など）

新・千葉県社会
福祉センター

現在の千葉県社会
福祉センター


